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令和７年度

学 校 要 覧

秋田大学教育文化学部附属小学校

〒010-0904　秋田市保戸野原の町13番1号
TEL　018（862）－2593　　FAX　018（862）－2598

HP https：//www.aes.akita-u.ac.jp　 E-mail：fuzoku@aes.akita-u.ac.jp

校　 歌
石　森　延　男　作詞
下　総　晥　一　作曲
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秋田大学教育文化学部
附属中学校

グラウンド

秋田大学教育文化学部
附属幼稚園
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バス停

秋田大学
教育文化学部
附属小学校 P

秋田大学教育文化学部
附属特別支援学校

コンビニエンス
ストア

泉ななかまど通り

学校付近の略図

●校舎平面図 延べ面積　7,600.29㎡
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 明治 7年 7月
  11年 4月
  13年 5月

  19年 4月
  32年 11月

 昭和 23年 4月

   10月
  24年 5月
  26年 4月
  29年 10月
  37年 12月

  38年 6月
  39年 5月
   10月
   11月

  40年 12月
  41年 4月
   11月
  42年 6月
  44年 5月
  45年 4月
  49年 5月

   9月

  52年 6月
  53年 2月
  59年 9月

   10月
  61年 9月
  62年 9月
  63年 6月
 平成 2年 8月
   11月

  3年 3月
  5年 9月

  6年 10月
  7年 12月
  8年 5月
   11月
  9年 2月
   3月
   5月
  10年 4月
   6月
  12年 9月

   11月
  13年 6月
   11月

  14年 7月
   9月

   10月

  15年 2月

   3月
   8月

   9月
  16年 2月

太平学校の附属小として設立
秋田師範学校新築落成。小学校移転
秋田女子師範学校新築。（女子移転）
男女寮師範学校の附属小学校となる
秋田県尋常師範学校附属小学校と改称
師範学校農業実習地に新たな小学校校舎を
起工落成（移転）
1日：秋田師範学校男子部女子部附属学校を
統一し、附属小学校となる
公開教育研究会を開催（以降毎年実施）
秋田大学秋田師範学校附属小学校となる
秋田大学学芸学部附属小学校となる
創立80周年記念式典、新校歌制定
保戸野原の町の旧学芸学部校舎内部改装完了、
附属小学校を移転
校舎竣工記念式典
附属体育館竣工落成式
「附属学校規定」制定
創立90周年記念式典・前庭整備
記念彫像（阿部米蔵氏作）　副校長制を実施
旧附属小学校跡地（東根小屋町）より大いちょうを移植
「制服」を制定
第１回地方移動公開研究会（扇田小学校にて）
秋田大学教育学部附属小学校と改称
研究図書『思考の指導課程』（明治図書）初版を出版
附属小学校体育館竣工記念式典
研究図書『学習する能力を育てる指導』
（明治図書）を出版
創立100周年記念式典・記念行事
第21回ソニー教育資金優秀賞受賞
校舎増改築のため鉱山学部木造校舎を仮校舎とする
校舎改修、低学年棟増築竣工記念式典
吹奏楽部全日本吹奏楽コンクール全県優勝、
東北大会出場
創立110周年記念式典・記念行事
合唱部ＮＨＫ合唱コンクール金賞、東北大会出場
第32回ソニー教育資金優秀賞受賞
新教科“生活科”を試行
郵政省主催「全国手紙作文コンクール」学校賞受賞
合唱部ＡＢＳ子ども音楽コンクール最優秀賞、
東北大会出場
学校教育課程研究校（文部省指定）～Ｈ４年度
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
創立120周年記念式典・記念行事
校舎改築工事開始
第22回松下視聴覚教育研究助成校に指定
第41回ソニー教育資金課題論文最優秀賞受賞
校舎改築工事完了、新校舎で授業開始
校舎竣工記念式典挙行
第23回松下視聴覚教育研究助成校に指定
秋田大学教育文化学部附属小学校と改称
研究図書「総合的な学習への挑戦」（教育出版社）発刊
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
教育後援会設立
校舎敷地内セキュリティシステム強化整備
合唱部ＡＢＳ子ども音楽コンクール優秀賞、
東北大会出場
オープン研修会スタート
「ようこそ先輩」ふれあいコンサート開催
（ピアノ演奏：佐藤卓史氏）
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会
優秀賞
全県図画工作コンクール図画の部学校賞
公開研究協議会Ⅱ（冬季公開）開催
（単年度２回開催）
食農教育の実践で東北農業研究センター所長賞受賞
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
第40回全国児童才能開発コンテスト図画部門
学校奨励賞受賞

秋 田 大 学 長 南　谷　佳　弘

教育文化学部長 大　橋　純　一

秋田大学

表紙　「ペーグのうみのふかさひゃくメートルさかなくじゲーム」

高
たか

嶋
しま

　　　優
ゆう

事　　務　　部
　　○事務室長：戸　島　隆　造 　　主　　査：藤　井　　　舞 事務担当：奈　良　千　穂
　　　情報担当：加　藤　奈緒美 　　図書担当：伊　藤　貴　子

給　　食　　部 　　　調理師：白坂　千佳子、小森　紀子、平川　直子、齊藤　ヨリ子　　調理員：伊藤　春菜

事務部・給食部

内　　科 眼　　科 耳　鼻　科 歯　　科 薬　剤　師
安　岡　健　二 伊　奈　美枝子 小　泉　達　朗 中　田　舞　子 鈴　木　　　豊

やすおか小児科医院 早川眼科伊奈皮ふ科医院 小泉耳鼻咽喉科 はぁと歯科クリニック

学校医・学校歯科医・薬剤師

ＰＴＡ会長 佐々木　一　真 ＰＴＡ副会長 石　黒　暁　美 伊　藤　久　嗣 京　野　真　樹

ＰＴＡ役員

職　　　名 氏　　　名 学級担任
（○＝学年主任）

本校在職年数
（5月1日現在） 主　な　校　務　分　掌 研究教科等

（○主任）

校   長 佐々木　雅　子 １．１ (併　秋田大学教育文化学部：教授）、管理運営・総括

副 校 長 京　野　真　樹 ３．１ 管理運営・総括、財務委員会、学校報、保戸野キャンパス安全衛生委員会、
調理場長、教育後援会、学校評議員会 国　語

教   頭 菅　野　宣　衛 １３．１
管理部、慶弔委員会、制服委員会、防災・防犯委員会、ＰＴＡ事務局、
特別支援教育コーディネーター、入試制度改革・検討委員会、
同窓会・旭水会・市教育研究会等の関係団体との渉外、企画会

国　語

主 幹 教 諭 渡　部　和　朝 ４．１
教務主任、小中特連携教育主任、教育課程企画評価委員会、
運営委員会、拾華会、ＰＴＡ総務部、特別支援教育コーディネーター、
社会専科

社　会

養 護 教 諭 佐　藤　素　子 ２．１ 保健主事、保健指導、学校保健委員会、ハラスメント相談員、
健康教育指導部

栄 養 教 諭 三　浦　久美子 ３．１ 給食主任、給食・食育指導、学校保健委員会、教員養成指導部、
健康教育指導部、ＰＴＡ庶務部

教   諭 稲　垣　勇　介 ５．１ 研究主任（研究委員長）、理科専科 理　科
教   諭 加賀屋　綾　乃 １年Ａ組 ０．１ 特別活動部、スポーツ少年団育成会 　体　育
教   諭 猿　田　千穂子 ○１年Ｂ組 ４．１ 研究委員、教員養成指導部、道徳部 　算　数
教 　 諭 丹　　　理　人 １年Ｃ組 ２．１ 幼保小連携教育主任、研究委員 ○生　活
教   諭 奥　田　瑞　季 ２年Ａ組 ０．１ 吹奏楽部担当（主）、校内掲示 　音　楽
教   諭 佐　藤　咲　紀 ２年Ｂ組 ３．１ 道徳部 　算　数

教   諭 柴　田　省　吾 ○２年Ｃ組 ４．１ 研究副委員長、教員養成指導部、環境美化整備主任、ＩＣＴ教育指導部、
特別活動部 生　活

教   諭 工　藤　優　花 ３年Ａ組 １．１ ＰＴＡ広報部 ○国　語
教   諭 山　崎　泰　明 ○３年Ｂ組 ０．１ 教員養成指導部副部長、教務部 社　会
教   諭 鎌　田　佳　佑 ３年Ｃ組 ２．１ ＩＣＴ教育指導部主任、特別活動部、道徳部 国　語
教   諭 伊　藤　智　美 ３年部所属 ３．１ 図書主任、算数専科、合唱部担当 ○算　数
教 　 諭 永　須　千　尋 ４年Ａ組 ０．１ 道徳部、吹奏楽部担当 ○理　科
教   諭 石　田　智　之 ○４年Ｂ組 ４．１ 研究委員、特別活動部 ○社　会
教   諭 大　森　果　歩 ４年Ｃ組 １．１ 総合的な学習の時間主任、教員養成指導部、ＰＴＡ広報部 図　工
教   諭 三　浦　茉　子 ５年Ａ組 ２．１ 若手教員授業研修プロジェクト長、道徳部、校内掲示、合唱部担当 ○図　工
教   諭 山　﨑　麻　絵 ○５年Ｂ組 ２．１ 教員養成指導部部長 ○外国語

教   諭 石　井　知　徳 ５年Ｃ組 ０．１ 生徒指導主事（健康教育指導部長）、いじめ防止対策委員会、
不登校対策委員会、ＰＴＡ校外生活指導部、吹奏楽部担当 　社　会

教   諭 大　山　光　子 ５年部所属 ８．１ 合唱部担当（主）、音楽専科、厚生部長、教務部 ○音　楽
教   諭 山　田　　　幹 ○６年Ａ組 ２．１ 研究委員、教員養成指導部 ○体　育
教   諭 米　山　小　幸 ６年Ｂ組 ０．１ 道徳教育推進教師 ○道　徳
教   諭 佐々木　駿　斗 ６年Ｃ組 １．１ 研究委員、特別活動部主任、ＩＣＴ教育指導部、キャリア教育委員会 　体　育
教   諭 小　室　真　紀 ６年部所属 １０．１ 教務部、ＰＴＡ庶務部 ○家庭・国語
教育系スタッフ 徳　原　由美子 １年部所属 ２．１
教育系スタッフ 石　戸　美保子 １年部所属 ３．１
教育系スタッフ 谷　地　るり子 ２年部所属 １．１
教育系スタッフ 吉　田　純　子 ２年部所属 ０．１
教育系スタッフ 太　田　章　子 ３年部所属 ３．１
教育系スタッフ 佐　藤　亜樹子 ４年部所属 ３．１
教育系スタッフ 鈴　木　真　理 ４年部所属 ０．１ 国語専科

教育系スタッフ 今　井　佐都香 ５年部所属 １．１
教育系スタッフ 大　谷　陽　子 ６年部所属 １．１

附属小学校

  16 年 4 月

   10 月
   11 月
  17 年 10 月

  18 年 12 月
  19 年 1 月
  20 年 10 月

  22 年 6 月
   9 月

   10 月
  25 年 3 月
   9 月
  26 年 5 月

   7 月
   9 月

   10 月
   11 月
  27 年 3 月
   4 月
   8 月
   9 月

   10 月

  28 年 1 月
   8 月
   9 月

   10 月

  29 年 1 月
   2 月

   7 月
   8 月

   10 月
 令和 元年 8 月

  2 年 3 月
  3 年 3 月

   6 月

  4 年 3 月
   9 月

   10 月

   11 月

  5 年 3 月
   9 月

   10 月

   11 月

  6 年 3 月

   9 月

  10・ 12 月
   11 月

国立大学の独立法人化に伴い、国立大学法人秋田
大学が設置する教育文化学部附属小学校と改称
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
創立130周年記念式典・記念行事
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会金賞、全国大会出場
メディアセンターにデスクトップ型ＰＣ21台導入
通学用カバン全面改定（男女共紺色）
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会
最優秀賞
研究図書『授業改革への挑戦』（一莖書房）発刊
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銀賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
児童昇降口の改装
給食室空調設備更新
パナソニック教育財団実践研究助成校に指定
ＮＩＥ実践校に指定
記念彫像「愛と雑草のモニュマン」補修
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
創立140周年記念式典・記念行事
低学年用スチールロッカー更新
教育振興基本計画魅力ある学校づくりプラン策定
ＮＩＥ全国大会秋田大会で公開授業提示
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣこども音楽コンクール東北大会出場
全トイレ洋式化完了
タブレット型ＰＣ75台導入
附属学校園オープンフェスタ2016開催
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会優秀賞
文部科学省委託「課題発見・解決に向けた主体
的・協働的な学びの推進事業」拠点校（２年間）
タブレット型ＰＣ75台導入
財政教育プログラム「財政特別授業」実施
（令和２年度まで）
附属学校園オープンフェスタ2017開催
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
普通教室冷房設置工事完了
新型コロナウイルスの影響による休校
ＧＩＧＡスクールタブレット端末（537台）導入
新型コロナウイルス感染症拡大のため公開
研究協議会中止
全教室に４Ｋモニター設置
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール優秀賞、
東北大会優秀賞
合唱部全日本合唱コンクール秋田県大会優秀賞、
全国大会銀賞
タブレット端末による会議のペーパーレス化
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
４年ぶりの対面方式での公開研究協議会を開催
第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会
富谷黒川大会で表彰
合唱部全日本合唱コンクール秋田県大会優秀賞、
全国大会銀賞
合唱部第17回声楽アンサンブルコンテスト
全国大会銅賞
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
公開研究協議会を分散開催
創立150周年記念式典・記念行事
合唱部全日本合唱コンクール秋田県大会最優
秀賞、全国大会金賞

学校経営
沿
革
・
学
校
経
営

学校行事
児 童 数
時間・日課

学期 月 学校行事（●PTA行事）

一

　学

　期

4 着任式・新任式
1学期始業式
入学式
防犯訓練

●授業参観、学年・学級懇談、
　ＰＴＡ総会、教育後援会総会

水泳学習

5 水泳学習
児童会開き
避難訓練
はとの子運動会

6 創立記念日
水泳学習

●上下学年ＰＴＡ
　５年宿泊学習
　６年修学旅行

7 水泳学習
引き渡し訓練
１学期終業式
教育相談

　二

　学

　期

8 ２学期始業式
教育実習主免Ⅰ期

9 公開研究協議会Ⅰ
洪水時避難訓練
防犯訓練　防犯教室

10 全国国立大学附属学校連盟
　　　　　東北地区会研究集会
児童総会
教育実習副免
避難訓練

11 はとの子学習発表会
●上下学年ＰＴＡ

12 公開研究協議会Ⅱ
２学期終業式

三

　学

　期

1 ３学期始業式
避難訓練
防犯訓練

2 ●低中高学年ＰＴＡ

3 ６年附中体験入学
同窓会入会式
卒業証書授与式
修了式　離任式

主な学校行事

学 　 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 合 計

学 級 数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 18

男 　 子 44 45 45 52 52 46 284

女 　 子 42 47 49 44 40 49 271

計 86 92 94 96 92 95 555

児童数 （令和６年５月 1 日現在）

学　年
総授業
時　数

各教科等
の 標 準
授業時数

学級活動以外の特別活動 その他の
教育活動

児童会
活　動

クラブ
活　動

学　校
行　事

１年 983 850 10 ０ 25 9.6

２年 1035 910 10 ０ 22 ９

３年 1116 980 10 ０ 22 ５

４年 1179 1015 11 10 22.6 ３

５年 1184 1015 15 10 35 ８

６年 1166 1015 14 10 37.6 14

年間総授業時数

育てたい資質・能力

・子どもの心に寄り添い、心に響く教育を目指す学校
・かかわり合いを大事にして豊かな学びをはぐくむ学校
・ 秋田大学教育文化学部の附属学校としての使命を果たす

学校

目指す学校像／目指す教師像

子どもの姿で教育を語る学校／
子どもとともに明日を語る教師

日課表 のびのび きびきび わくわく

目指す子ども像

・思いやりの心をもち、互いのよさを認め合って高まろうとする子ども
・自分で判断して、正しい行動をつらぬく子ども
・心身ともに健康で、生き生きと活動する子ども
・学ぶ楽しさを見いだし、よりよいものを求めて工夫する子ども
・自分の可能性を信じ、挑戦する子ども

ソーシャルスキルの向上

特性に応じた基礎的環境整備
寛容さを育む多様性の理解

共生社会の実現 確かな学力の形成

学校教育目標
自　律

受け入れ合い支え合う関係づくり

学校・ふるさとへの愛着と誇りの醸成

自助・共助の意識向上
自己を深く見つめる道徳授業

豊かな心の醸成

情操と感性の涵養

全ての子どもの居場所づくり

つなぐ

学びのものさしを働かせた省察

創　る

問　う

粘り強く問い続け
考える態度の涵養

自治的な集団づくり
自己有用感を育む絆づくり

自己指導能力の育成

規範意識の共有

考える技法と協
同学習による学
習方略の錬成
（ＩＣＴ含む）

質の高い教材開
発による意味や
価値の創造

ひとりからみんなへ学びの波紋
が
拡
が
る
授
業
デ
ザ
イ
ン

他者の視点になってみて伝
え
合
う
問
題
解
決
学
習

　　　自分の学び方を知り自
己
調
整
力
を
高
め
る

　　　カンファレンスとコ
ー
チ
ン
グ

見合う・問う・選ぶ学びの「実用家・実
践
家
」

磨くゲーミフィケー
シ
ョ
ン

教科を超えて資
質
・
能
力
を

　　　　　願いに応えるポートフォリオの活用

　子どもの「もっと」「まだまだ」を捉え互
い
の
本
音
を
受
け
止
め
合
い
なが
らよ
りよ
い選

択・
判断
につ
なげ
る多様

性理解学
習

縦
と
横
の
つ
な
が
り
が
織
りな

す異
学年
交流
学習

多
様
な
思
い
に
耳
を
傾
け受
け入

れ合
う「
よつ
ば学習

」

強
み
と
弱
み
を
互
い
にひ

らく
協同
学習

つく
るソ
ーシ
ャル
スキ

ルト
レーニ

ング

自分
とみ
んな
が心
地よ
く過

ごせ
る居場

所を

カリ
キュ
ラム
マネ

ジメン
ト

多様
な他
者と
つな

がり
続ける

豊か
な子
ども
文化
をつ

なぐ
児
童
会
活
動

みん
なで
やり
遂げ
る学

年
・
ク
ラ
ス
会
議

ねら
いと
手立
てを

みん
な
で
共
有
し

多様な
考え
の中
で折

り
合
い
を
付
け

合意形
成を
図る
創造

的
な
話
合
い
活
動

揉めて
折り
合い

納得
し
伝
え
合
う

スモ
ール
タウ

ン
づ
く
り

絆を育む
ペア
学年

交流
の企
画
と
実
施

子ども・
教師

・保
護者
が

ともに自律
するス

ター
トカ
リキ
ュラ

ム

他
者
の
姿
を
借
り
て
自
分
を
伝え合う民主的な学習習慣の形成

異
質
な
他
者
と
の
出
会
い
を
通
して自分のいまと向き合う体験学習

先
人
に
学
ぶ
こ
と
で
自
他の可能性への自信と

誇
り
を
新
た
に
す
る学びのふるさと学習

学
級
か
ら
学
年
へ
互

いのよさが広がる

プ
ロ
ジ
ェクト学習

人
や
自
然
と
関
わり続けながら

心
を
育
む
栽
培・飼育活動

身
近
な
自
然や社会の

変
化
を
楽
しむまちたんけん

５校時 ６校時 ６校時 ７校時 クラブあり

１、２年
月火水金
３、４、５、６

年
月水

委　員　会
代表委員会

３、４、５、６年
火金

４、５、６年木
１年木

（５校時13：55下校）
２・３年木

（６校時14：45下校）

４、５、６年
水（特設）
１、２、３年
早く下校

朝 の 会 ８：15～８：30

１ 校 時 ８：30～９：15

休み（準備５分） ９：15～９：20

２ 校 時 ９：20～10：05

長休み（15分） 10：05～10：20

３ 校 時 10：20～11：05

休み（準備５分） 11：05～11：10

４ 校 時 11：10～11：55

給食（歯磨きタイム） 11：55～12：35

全 校 清 掃 12：35～12：50 なし なし

昼休み（15分） 12：50～13：05 12：35～12：50

５ 校 時 13：10～13：55 12：50～13：35

帰 り の 会 13：55～14：05
休み（準備５分）
13：55～14：00

６校時
13：40～14：25

13：35～13：45
（１、２、３年下校）

６ 校 時
委 員 会
代 表 委 員 会

14：10
～14：55

６校時
14：00～14：45
帰りの会～14：55

７校時
14：30～15：15
帰りの会～15：25

クラブ 13：55
～14：55

下 校 ～14：10 ～15:00 ～15：35 下校 ～15：05

【備　考】
　•代表委員会→第１水曜日（14：05～15：50）
　•児童委員会→第３月曜日（14：05～15：50）
　•クラブ活動→水６、年間８回（13：55～14：55）、清掃なし

自己指導能力の育成を目指す生徒指導
○子ども・教師・保護者がともに自律するスタートカリキュラム ○絆を育むペア学年交流の企画と実施
○揉めて折り合い納得し伝え合うスモールタウンづくり ○多様な考えの中で折り合いを付け合意形成を図る創造的な話合い活動
○ねらいと手立てをみんなで共有しみんなでやり遂げる学年・クラス会議 ○豊かな子ども文化をつなぐ児童会活動

確かな学力の定着を図る学習指導の充実
○子どもの「もっと」「まだまだ」を捉え願いに応えるポートフォリオの活用 ○教科を超えて資質・能力を磨くゲーミフィケーション
○見合う・問う・選ぶ学びの「実用家・実践家」 ○自分の学び方を知り自己調整力を高めるカンファレンスとコーチング
○他者の視点になってみて伝え合う問題解決学習 ○ひとりからみんなへ学びの波紋が拡がる授業デザイン

「豊かな心」をはぐくむ教育の創造
○身近な自然や社会の変化を楽しむまちたんけん ○人や自然と関わり続けながら心を育む栽培・飼育活動
○学級から学年へ互いのよさが広がるプロジェクト学習 ○先人に学ぶことで自他の可能性への自信と誇りを新たにする学びのふるさと学習
○異質な他者との出会いを通して自分のいまと向き合う体験学習 ○他者の姿を借りて自分を伝え合う民主的な学習習慣の形成

多様な他者とゆるやかにつながる共生社会の実現
○多様な他者とつながり続けるカリキュラムマネジメント ○自分とみんなが心地よく過ごせる居場所をつくるソーシャル
 　スキルトレーニング
○強みと弱みを互いにひらく協同学習 ○多様な思いに耳を傾け受け入れ合う「よつば学習」
○縦と横のつながりが織りなす異学年交流学習 ○互いの本音を受け止め合いながらよりよい選択・判断につなげる多様性理解学習

経営の重点と具体的施策



研究の全体構想学校運営組織図

研究のあゆみ

学
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令和７年度　実践・研究構想図

学校教育目標 自　律

研究主題 自律した学習者が育つ授業デザイン
（1 年次）

研究主題 自律した学習者が育つ授業デザイン
（1 年次）

●年度 ●研究主題 ●講演講師等

昭和26年度 個人差に基づく学習指導、道徳教育計画を主題とした各課程別の研究実践 
　　27年度 ひとりひとりを生かす学習指導 石　山　脩　平氏
　　28年度 学習活動において基礎能力を高めるにはどのようにしたらよいのか 務　台　理　作氏
　　29年度 学習活動の効果的指導はどのようにしたらよいか 上　原　専　緑氏
　　30年度 効果的な学習指導のあり方 館　野　守　男氏
　　31年度 学習指導上の問題点とその改善 渡　部　正　一氏
 学校放送の価値・特性とそれに基づく指導法 鈴　木　　　博氏
　　32年度 学習指導上の問題点とその改善 海　後　宗　臣氏
　　33年度  海　後　勝　雄氏
　　34年度 改訂指導要領の諸問題 
　　35年度 改訂指導要領に基づく学習展開上の諸問題 臼　井　吉　見氏
　　36年度 学習指導における実践上の諸問題 細　越　正　一氏
　　37年度 学力形成のための学習指導はどうあればよいか 糸　川　英　夫氏
　　38年度 学習効果を高めるための学習法 ̶学力の定着をめざして̶ 坂　西　志　保氏
　　39年度 学習の構造化をはかる指導過程の研究 砂　沢　喜代次氏
　　40年度  平　塚　益　徳氏
　　41年度 ひとりひとりを生かす指導過程の研究 伊　藤　泰　一氏
　　42年度  倉　澤　栄　吉氏
　　43年度  細　谷　俊　夫氏
　　44年度 本質にせまる指導過程 ̶思考の深化をめざして̶（研究図書『思考の指導過程』出版） 細　谷　俊　夫氏
　　45年度 本質にせまる指導過程 ̶思考の深まりを確かにする研究̶ 東　　　　　洋氏
　　46年度 学習する能力を開発する指導 東　　　　　洋氏
　　47年度  九　嶋　勝　司氏
　　48年度  三　枝　孝　弘氏
　　49年度 学習する能力を育てる指導（研究図書『学習する能力を育てる指導』出版） 東　　　　　洋氏
　　50年度 豊かな自己活動ができる子どもを育てる指導 林　　　竹　二氏

̶学習する能力の開発をめざして̶ 山　口　　　満氏
　　51年度 豊かな自己活動ができる子どもを育てる指導 ̶学習する能力の開発をめざして̶ 東　　　　　洋氏
　　52年度 子どもの心を開く教育　校舎増改築（６～ 12月）、公開研究協議会中止。 
　　 12月８日（木）、公開に代わるものとして、全県指導主事を中心とする「招待研究会」を実施。参加者約230名。
　　53年度 自立する子供・創造する学校 ̶新教育課程実践化の試み̶ 加　藤　陸奥雄氏
　　54年度 自立する子供・創造する学校 ̶生きてはたらく力を育てる指導̶ 河　野　重　男氏
　　55年度  吉　本　二　郎氏
　　56年度  青　木　章　心氏 
　　57年度 充実感を創る授業の研究 荒　井　　　献氏
　　58年度  小　松　元　也氏
　　59年度  斎　藤　　　長氏
　　60年度  生き生きした個の実現をめざして ―自己教育力を育てる指導― 千　葉　康　則氏
　　61年度   安　田　　　浩氏
　　62年度   高　野　尚　好氏

●年度 ●研究主題 ●講演講師等

昭和63年度 自ら可能性をひらいていく子どもを育成するために 木　原　健太郎氏
 平成元年度  湊　　　三　郎氏
 ２年度  柴　田　義　松氏
 ３年度 自ら可能性をひらいていく子どもを育成するために ―自己評価能力を高める指導― 高　岡　浩　二氏
 ４年度  新　谷　政　一氏
 ５年度 自ら可能性をひらいていく子どもを育成するために ―子どもの効力感が高まる指導― 銭　谷　眞　美氏
 ６年度 豊かな子ども文化をひらく学校 ―子どもが有用感をもつ学習― 波多野　誼余夫氏
 ７年度 豊かな子ども文化をひらく学校 ―子どもが有用感を持つ単元の開発― 波多野　誼余夫氏
 ８年度  高　浦　勝　義氏
 ９年度  天　笠　　　茂氏
 10年度 豊かな子ども文化をひらく学校 ―子どもが有用感を持つ教育課程の開発と実践― 天　笠　　　茂氏
 11年度  角　屋　茂　樹氏
 12年度 確かな力で編み上げる豊かな学び ―ともにつくる動的な教育課程― 中 野 重 人氏・嶋 野 道 弘氏
 13年度  梶 田 叡 一氏・奈 須 正 裕氏
 14年度  村　川　雅　弘氏
 15年度 表現活動を軸にした「学びのふるさと」づくり 吉 田 章 宏氏・寺 脇 　 研氏
 16年度  宮 坂 義 彦氏・井 戸 紀 子氏
 17年度  横須賀　　　薫氏
 18年度 感性を高め、豊かな人間性を育む学校 （パネリスト）森 和彦氏・粕谷貴志氏・田村　学氏
  ―創造的に人とかかわる力を高める授業づくり―
 19年度  佐　藤　　　真氏
 20年度  森　　　和　彦氏
 21年度 かかわり合いが育む豊かな学び 豊 田 ひさき氏・阿 部 　 昇氏
 22年度  折　出　健　二氏
 23年度  秋　田　喜代美氏
 24年度 仲間と共につくる豊かな学び ―「対話」を通して思考を深める授業づくり― 多　田　孝　志氏
 25年度  多 田 孝 志氏・藤田 ラウンド 幸世氏・浦 野 　 弘氏
 26年度  多 田 孝 志氏・北 川 達 夫氏
 27年度 仲間と共につくる豊かな学びⅡ ―新たな価値を創造する「対話」を目指して― 石　井　英　真氏
 28年度  橋 本 五 郎氏・石 井 英 真氏
 29年度  小 林 宏 己氏・石 井 英 真氏
 30年度 自律した学習者を育てる ―学びをつなぎ資質・能力を高める― 細　川　和　仁氏
 平成31年度　　　　　　　　　　 （パネリスト）阿 部 　 昇氏・佐 藤 　 学氏・長 瀬 達 也氏・小 池 孝 範氏・細 川 和 仁氏（令和元年度）

 令和２年度  （公開研究協議会　中止）
 令和３年度  岡　田　　　涼氏
 令和４年度 自律した学習者を育てるⅡ ―子どもと教師でつくる「学びのものさし」― 三　宮　真智子氏
 令和５年度  鈴　木　秀　幸氏
 令和６年度  鹿　毛　雅　治氏
 令和７年度 自律した学習者が育つ授業デザイン 鹿　毛　雅　治氏

●厚　　生

教育課程企画評価委員会

学校保健委員会

入学制度改革・検討委員会

研究委員会 若手教員授業研修
プロジェクト全体研究会学社融合部

財務委員会

慶弔委員会

制服委員会 管  理  部

事務部・給食部
ハラスメント相談

教 務 部 学年経営部

教科等研究
●教科
●道徳教育
●外国語活動
●総合的な学習の時間
●特別活動

課題研究
＜情報教育＞
●ICT教育指導部
●学校図書館経営部
＜四校園連携教育＞
●幼小連携教育部
●小中特連携教育部

健康教育指導部

●生活安全指導
●保健指導
●給食・食育指導

環境整備部
●広　　報
●校内掲示
●環境美化
●環境整備

保戸野キャンパス安全衛生委員会

学 校 評 議 員 会

防犯・防災委員会

いじめ防止対策委員会

特別支援教育校内委員会

不登校対策委員会

キャリア教育委員会

●事　  務　  局
●総　　　　務
●庶　　　　務
●広　　　　報
●保  健  体  育
●校外生活指導

ＰＴＡ
●スポ少育成会
●拾　  華　  会
●同　  窓　  会
●教 育 後 援 会
●旭　  水　  会
●秋田市教育委員会

関係団体

企　画　会 運営委員会

職 員 会 議

管理運営部 教員養成指導部 研究・指導部 企画運営部

附属学校経営委員会

附属学校運営全学協議会

校　　長校　　長

副 校 長副 校 長

教 　 頭教 　 頭

附属学校地域連携協議会

●部 活 動

事　後

事　前

授業を構想する
〇構成要素をもとに授業を描き出す

【構成要素】
・ねがい、目標
・学習者の実態
・学習内容→学習材の価値分析
・指導方法→しかけ
　　　　　　①道具や環境
　　　　　　②言語的なしかけ

鹿毛雅治「授業という営み 子どもとともに『主体的に学ぶ場』を創る」（2019、p2 を基に作成）

事　中

授業デザイン

授業を省察する
・気付きを得て、その後の実践に活かす

授業を展開する
〇構想を踏まえ、「しかけ」を駆使
　しながら働きかけたり、直感的・
　即興的に対応したりする

　　提示・説明・指示・発問・
　　板書・フィードバック

授業デザイン



学校経営
沿
革
・
学
校
経
営

学校行事
児 童 数
時間・日課

学期 月 学校行事（●PTA行事）

一

　学

　期

4 着任式・新任式
1学期始業式
入学式
防犯訓練

●授業参観、学年・学級懇談、
　ＰＴＡ総会、教育後援会総会

水泳学習

5 水泳学習
児童会開き
避難訓練
はとの子運動会

6 創立記念日
水泳学習

●上下学年ＰＴＡ
　５年宿泊学習
　６年修学旅行

7 水泳学習
引き渡し訓練
１学期終業式
教育相談

　二

　学

　期

8 ２学期始業式
教育実習主免Ⅰ期

9 公開研究協議会Ⅰ
洪水時避難訓練
防犯訓練　防犯教室

10 全国国立大学附属学校連盟
　　　　　東北地区会研究集会
児童総会
教育実習副免
避難訓練

11 はとの子学習発表会
●上下学年ＰＴＡ

12 公開研究協議会Ⅱ
２学期終業式

三

　学

　期

1 ３学期始業式
避難訓練
防犯訓練

2 ●低中高学年ＰＴＡ

3 ６年附中体験入学
同窓会入会式
卒業証書授与式
修了式　離任式

主な学校行事

学 　 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 合 計

学 級 数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 18

男 　 子 44 45 45 52 52 46 284

女 　 子 42 47 49 44 40 49 271

計 86 92 94 96 92 95 555

児童数 （令和６年５月 1 日現在）

学　年
総授業
時　数

各教科等
の 標 準
授業時数

学級活動以外の特別活動 その他の
教育活動

児童会
活　動

クラブ
活　動

学　校
行　事

１年 983 850 10 ０ 25 9.6

２年 1035 910 10 ０ 22 ９

３年 1116 980 10 ０ 22 ５

４年 1179 1015 11 10 22.6 ３

５年 1184 1015 15 10 35 ８

６年 1166 1015 14 10 37.6 14

年間総授業時数

育てたい資質・能力

・子どもの心に寄り添い、心に響く教育を目指す学校
・かかわり合いを大事にして豊かな学びをはぐくむ学校
・ 秋田大学教育文化学部の附属学校としての使命を果たす

学校

目指す学校像／目指す教師像

子どもの姿で教育を語る学校／
子どもとともに明日を語る教師

日課表 のびのび きびきび わくわく

目指す子ども像

・思いやりの心をもち、互いのよさを認め合って高まろうとする子ども
・自分で判断して、正しい行動をつらぬく子ども
・心身ともに健康で、生き生きと活動する子ども
・学ぶ楽しさを見いだし、よりよいものを求めて工夫する子ども
・自分の可能性を信じ、挑戦する子ども

ソーシャルスキルの向上

特性に応じた基礎的環境整備
寛容さを育む多様性の理解

共生社会の実現 確かな学力の形成

学校教育目標
自　律

受け入れ合い支え合う関係づくり

学校・ふるさとへの愛着と誇りの醸成

自助・共助の意識向上
自己を深く見つめる道徳授業

豊かな心の醸成

情操と感性の涵養

全ての子どもの居場所づくり

つなぐ

学びのものさしを働かせた省察

創　る

問　う

粘り強く問い続け
考える態度の涵養

自治的な集団づくり
自己有用感を育む絆づくり

自己指導能力の育成

規範意識の共有

考える技法と協
同学習による学
習方略の錬成
（ＩＣＴ含む）

質の高い教材開
発による意味や
価値の創造

ひとりからみんなへ学びの波紋
が
拡
が
る
授
業
デ
ザ
イ
ン

他者の視点になってみて伝
え
合
う
問
題
解
決
学
習

　　　自分の学び方を知り自
己
調
整
力
を
高
め
る

　　　カンファレンスとコ
ー
チ
ン
グ

見合う・問う・選ぶ学びの「実用家・実
践
家
」

磨くゲーミフィケー
シ
ョ
ン

教科を超えて資
質
・
能
力
を

　　　　　願いに応えるポートフォリオの活用

　子どもの「もっと」「まだまだ」を捉え互
い
の
本
音
を
受
け
止
め
合
い
なが
らよ
りよ
い選

択・
判断
につ
なげ
る多様

性理解学
習

縦
と
横
の
つ
な
が
り
が
織
りな

す異
学年
交流
学習

多
様
な
思
い
に
耳
を
傾
け受
け入

れ合
う「
よつ
ば学習

」

強
み
と
弱
み
を
互
い
にひ

らく
協同
学習

つく
るソ
ーシ
ャル
スキ

ルト
レーニ

ング

自分
とみ
んな
が心
地よ
く過

ごせ
る居場

所を

カリ
キュ
ラム
マネ

ジメン
ト

多様
な他
者と
つな

がり
続ける

豊か
な子
ども
文化
をつ

なぐ
児
童
会
活
動

みん
なで
やり
遂げ
る学

年
・
ク
ラ
ス
会
議

ねら
いと
手立
てを

みん
な
で
共
有
し

多様な
考え
の中
で折

り
合
い
を
付
け

合意形
成を
図る
創造

的
な
話
合
い
活
動

揉めて
折り
合い

納得
し
伝
え
合
う

スモ
ール
タウ

ン
づ
く
り

絆を育む
ペア
学年

交流
の企
画
と
実
施

子ども・
教師

・保
護者
が

ともに自律
するス

ター
トカ
リキ
ュラ

ム

他
者
の
姿
を
借
り
て
自
分
を
伝え合う民主的な学習習慣の形成

異
質
な
他
者
と
の
出
会
い
を
通
して自分のいまと向き合う体験学習

先
人
に
学
ぶ
こ
と
で
自
他の可能性への自信と

誇
り
を
新
た
に
す
る学びのふるさと学習

学
級
か
ら
学
年
へ
互

いのよさが広がる

プ
ロ
ジ
ェクト学習

人
や
自
然
と
関
わり続けながら

心
を
育
む
栽
培・飼育活動

身
近
な
自
然や社会の

変
化
を
楽
しむまちたんけん

５校時 ６校時 ６校時 ７校時 クラブあり

１、２年
月火水金
３、４、５、６

年
月水

委　員　会
代表委員会

３、４、５、６年
火金

４、５、６年木
１年木

（５校時13：55下校）
２・３年木

（６校時14：45下校）

４、５、６年
水（特設）
１、２、３年
早く下校

朝 の 会 ８：15～８：30

１ 校 時 ８：30～９：15

休み（準備５分） ９：15～９：20

２ 校 時 ９：20～10：05

長休み（15分） 10：05～10：20

３ 校 時 10：20～11：05

休み（準備５分） 11：05～11：10

４ 校 時 11：10～11：55

給食（歯磨きタイム） 11：55～12：35

全 校 清 掃 12：35～12：50 なし なし

昼休み（15分） 12：50～13：05 12：35～12：50

５ 校 時 13：10～13：55 12：50～13：35

帰 り の 会 13：55～14：05
休み（準備５分）
13：55～14：00

６校時
13：40～14：25

13：35～13：45
（１、２、３年下校）

６ 校 時
委 員 会
代 表 委 員 会

14：10
～14：55

６校時
14：00～14：45
帰りの会～14：55

７校時
14：30～15：15
帰りの会～15：25

クラブ 13：55
～14：55

下 校 ～14：10 ～15:00 ～15：35 下校 ～15：05

【備　考】
　•代表委員会→第１水曜日（14：05～15：50）
　•児童委員会→第３月曜日（14：05～15：50）
　•クラブ活動→水６、年間８回（13：55～14：55）、清掃なし

自己指導能力の育成を目指す生徒指導
○子ども・教師・保護者がともに自律するスタートカリキュラム ○絆を育むペア学年交流の企画と実施
○揉めて折り合い納得し伝え合うスモールタウンづくり ○多様な考えの中で折り合いを付け合意形成を図る創造的な話合い活動
○ねらいと手立てをみんなで共有しみんなでやり遂げる学年・クラス会議 ○豊かな子ども文化をつなぐ児童会活動

確かな学力の定着を図る学習指導の充実
○子どもの「もっと」「まだまだ」を捉え願いに応えるポートフォリオの活用 ○教科を超えて資質・能力を磨くゲーミフィケーション
○見合う・問う・選ぶ学びの「実用家・実践家」 ○自分の学び方を知り自己調整力を高めるカンファレンスとコーチング
○他者の視点になってみて伝え合う問題解決学習 ○ひとりからみんなへ学びの波紋が拡がる授業デザイン

「豊かな心」をはぐくむ教育の創造
○身近な自然や社会の変化を楽しむまちたんけん ○人や自然と関わり続けながら心を育む栽培・飼育活動
○学級から学年へ互いのよさが広がるプロジェクト学習 ○先人に学ぶことで自他の可能性への自信と誇りを新たにする学びのふるさと学習
○異質な他者との出会いを通して自分のいまと向き合う体験学習 ○他者の姿を借りて自分を伝え合う民主的な学習習慣の形成

多様な他者とゆるやかにつながる共生社会の実現
○多様な他者とつながり続けるカリキュラムマネジメント ○自分とみんなが心地よく過ごせる居場所をつくるソーシャル
 　スキルトレーニング
○強みと弱みを互いにひらく協同学習 ○多様な思いに耳を傾け受け入れ合う「よつば学習」
○縦と横のつながりが織りなす異学年交流学習 ○互いの本音を受け止め合いながらよりよい選択・判断につなげる多様性理解学習

経営の重点と具体的施策

職員一覧沿 　   革

主
な
学
校
行
事
・
児
童
数
・
職
員
一
覧
・
校
舎
平
面
図

 明治 7年 7月
  11年 4月
  13年 5月

  19年 4月
  32年 11月

 昭和 23年 4月

   10月
  24年 5月
  26年 4月
  29年 10月
  37年 12月

  38年 6月
  39年 5月
   10月
   11月

  40年 12月
  41年 4月
   11月
  42年 6月
  44年 5月
  45年 4月
  49年 5月

   9月

  52年 6月
  53年 2月
  59年 9月

   10月
  61年 9月
  62年 9月
  63年 6月
 平成 2年 8月
   11月

  3年 3月
  5年 9月

  6年 10月
  7年 12月
  8年 5月
   11月
  9年 2月
   3月
   5月
  10年 4月
   6月
  12年 9月

   11月
  13年 6月
   11月

  14年 7月
   9月

   10月

  15年 2月

   3月
   8月

   9月
  16年 2月

太平学校の附属小として設立
秋田師範学校新築落成。小学校移転
秋田女子師範学校新築。（女子移転）
男女寮師範学校の附属小学校となる
秋田県尋常師範学校附属小学校と改称
師範学校農業実習地に新たな小学校校舎を
起工落成（移転）
1日：秋田師範学校男子部女子部附属学校を
統一し、附属小学校となる
公開教育研究会を開催（以降毎年実施）
秋田大学秋田師範学校附属小学校となる
秋田大学学芸学部附属小学校となる
創立80周年記念式典、新校歌制定
保戸野原の町の旧学芸学部校舎内部改装完了、
附属小学校を移転
校舎竣工記念式典
附属体育館竣工落成式
「附属学校規定」制定
創立90周年記念式典・前庭整備
記念彫像（阿部米蔵氏作）　副校長制を実施
旧附属小学校跡地（東根小屋町）より大いちょうを移植
「制服」を制定
第１回地方移動公開研究会（扇田小学校にて）
秋田大学教育学部附属小学校と改称
研究図書『思考の指導課程』（明治図書）初版を出版
附属小学校体育館竣工記念式典
研究図書『学習する能力を育てる指導』
（明治図書）を出版
創立100周年記念式典・記念行事
第21回ソニー教育資金優秀賞受賞
校舎増改築のため鉱山学部木造校舎を仮校舎とする
校舎改修、低学年棟増築竣工記念式典
吹奏楽部全日本吹奏楽コンクール全県優勝、
東北大会出場
創立110周年記念式典・記念行事
合唱部ＮＨＫ合唱コンクール金賞、東北大会出場
第32回ソニー教育資金優秀賞受賞
新教科“生活科”を試行
郵政省主催「全国手紙作文コンクール」学校賞受賞
合唱部ＡＢＳ子ども音楽コンクール最優秀賞、
東北大会出場
学校教育課程研究校（文部省指定）～Ｈ４年度
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
創立120周年記念式典・記念行事
校舎改築工事開始
第22回松下視聴覚教育研究助成校に指定
第41回ソニー教育資金課題論文最優秀賞受賞
校舎改築工事完了、新校舎で授業開始
校舎竣工記念式典挙行
第23回松下視聴覚教育研究助成校に指定
秋田大学教育文化学部附属小学校と改称
研究図書「総合的な学習への挑戦」（教育出版社）発刊
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
教育後援会設立
校舎敷地内セキュリティシステム強化整備
合唱部ＡＢＳ子ども音楽コンクール優秀賞、
東北大会出場
オープン研修会スタート
「ようこそ先輩」ふれあいコンサート開催
（ピアノ演奏：佐藤卓史氏）
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会
優秀賞
全県図画工作コンクール図画の部学校賞
公開研究協議会Ⅱ（冬季公開）開催
（単年度２回開催）
食農教育の実践で東北農業研究センター所長賞受賞
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
第40回全国児童才能開発コンテスト図画部門
学校奨励賞受賞

秋 田 大 学 長 南　谷　佳　弘

教育文化学部長 大　橋　純　一

秋田大学

表紙　「ペーグのうみのふかさひゃくメートルさかなくじゲーム」

高
たか

嶋
しま

　　　優
ゆう

事　　務　　部
　　○事務室長：戸　島　隆　造 　　主　　査：藤　井　　　舞 事務担当：奈　良　千　穂
　　　情報担当：加　藤　奈緒美 　　図書担当：伊　藤　貴　子

給　　食　　部 　　　調理師：白坂　千佳子、小森　紀子、平川　直子、齊藤　ヨリ子　　調理員：伊藤　春菜

事務部・給食部

内　　科 眼　　科 耳　鼻　科 歯　　科 薬　剤　師
安　岡　健　二 伊　奈　美枝子 小　泉　達　朗 中　田　舞　子 鈴　木　　　豊

やすおか小児科医院 早川眼科伊奈皮ふ科医院 小泉耳鼻咽喉科 はぁと歯科クリニック

学校医・学校歯科医・薬剤師

ＰＴＡ会長 佐々木　一　真 ＰＴＡ副会長 石　黒　暁　美 伊　藤　久　嗣 京　野　真　樹

ＰＴＡ役員

職　　　名 氏　　　名 学級担任
（○＝学年主任）

本校在職年数
（5月1日現在） 主　な　校　務　分　掌 研究教科等

（○主任）

校   長 佐々木　雅　子 １．１ (併　秋田大学教育文化学部：教授）、管理運営・総括

副 校 長 京　野　真　樹 ３．１ 管理運営・総括、財務委員会、学校報、保戸野キャンパス安全衛生委員会、
調理場長、教育後援会、学校評議員会 国　語

教   頭 菅　野　宣　衛 １３．１
管理部、慶弔委員会、制服委員会、防災・防犯委員会、ＰＴＡ事務局、
特別支援教育コーディネーター、入試制度改革・検討委員会、
同窓会・旭水会・市教育研究会等の関係団体との渉外、企画会

国　語

主 幹 教 諭 渡　部　和　朝 ４．１
教務主任、小中特連携教育主任、教育課程企画評価委員会、
運営委員会、拾華会、ＰＴＡ総務部、特別支援教育コーディネーター、
社会専科

社　会

養 護 教 諭 佐　藤　素　子 ２．１ 保健主事、保健指導、学校保健委員会、ハラスメント相談員、
健康教育指導部

栄 養 教 諭 三　浦　久美子 ３．１ 給食主任、給食・食育指導、学校保健委員会、教員養成指導部、
健康教育指導部、ＰＴＡ庶務部

教   諭 稲　垣　勇　介 ５．１ 研究主任（研究委員長）、理科専科 理　科
教   諭 加賀屋　綾　乃 １年Ａ組 ０．１ 特別活動部、スポーツ少年団育成会 　体　育
教   諭 猿　田　千穂子 ○１年Ｂ組 ４．１ 研究委員、教員養成指導部、道徳部 　算　数
教 　 諭 丹　　　理　人 １年Ｃ組 ２．１ 幼保小連携教育主任、研究委員 ○生　活
教   諭 奥　田　瑞　季 ２年Ａ組 ０．１ 吹奏楽部担当（主）、校内掲示 　音　楽
教   諭 佐　藤　咲　紀 ２年Ｂ組 ３．１ 道徳部 　算　数

教   諭 柴　田　省　吾 ○２年Ｃ組 ４．１ 研究副委員長、教員養成指導部、環境美化整備主任、ＩＣＴ教育指導部、
特別活動部 生　活

教   諭 工　藤　優　花 ３年Ａ組 １．１ ＰＴＡ広報部 ○国　語
教   諭 山　崎　泰　明 ○３年Ｂ組 ０．１ 教員養成指導部副部長、教務部 社　会
教   諭 鎌　田　佳　佑 ３年Ｃ組 ２．１ ＩＣＴ教育指導部主任、特別活動部、道徳部 国　語
教   諭 伊　藤　智　美 ３年部所属 ３．１ 図書主任、算数専科、合唱部担当 ○算　数
教 　 諭 永　須　千　尋 ４年Ａ組 ０．１ 道徳部、吹奏楽部担当 ○理　科
教   諭 石　田　智　之 ○４年Ｂ組 ４．１ 研究委員、特別活動部 ○社　会
教   諭 大　森　果　歩 ４年Ｃ組 １．１ 総合的な学習の時間主任、教員養成指導部、ＰＴＡ広報部 図　工
教   諭 三　浦　茉　子 ５年Ａ組 ２．１ 若手教員授業研修プロジェクト長、道徳部、校内掲示、合唱部担当 ○図　工
教   諭 山　﨑　麻　絵 ○５年Ｂ組 ２．１ 教員養成指導部部長 ○外国語

教   諭 石　井　知　徳 ５年Ｃ組 ０．１ 生徒指導主事（健康教育指導部長）、いじめ防止対策委員会、
不登校対策委員会、ＰＴＡ校外生活指導部、吹奏楽部担当 　社　会

教   諭 大　山　光　子 ５年部所属 ８．１ 合唱部担当（主）、音楽専科、厚生部長、教務部 ○音　楽
教   諭 山　田　　　幹 ○６年Ａ組 ２．１ 研究委員、教員養成指導部 ○体　育
教   諭 米　山　小　幸 ６年Ｂ組 ０．１ 道徳教育推進教師 ○道　徳
教   諭 佐々木　駿　斗 ６年Ｃ組 １．１ 研究委員、特別活動部主任、ＩＣＴ教育指導部、キャリア教育委員会 　体　育
教   諭 小　室　真　紀 ６年部所属 １０．１ 教務部、ＰＴＡ庶務部 ○家庭・国語
教育系スタッフ 徳　原　由美子 １年部所属 ２．１
教育系スタッフ 石　戸　美保子 １年部所属 ３．１
教育系スタッフ 谷　地　るり子 ２年部所属 １．１
教育系スタッフ 吉　田　純　子 ２年部所属 ０．１
教育系スタッフ 太　田　章　子 ３年部所属 ３．１
教育系スタッフ 佐　藤　亜樹子 ４年部所属 ３．１
教育系スタッフ 鈴　木　真　理 ４年部所属 ０．１ 国語専科

教育系スタッフ 今　井　佐都香 ５年部所属 １．１
教育系スタッフ 大　谷　陽　子 ６年部所属 １．１

附属小学校

  16 年 4 月

   10 月
   11 月
  17 年 10 月

  18 年 12 月
  19 年 1 月
  20 年 10 月

  22 年 6 月
   9 月

   10 月
  25 年 3 月
   9 月
  26 年 5 月

   7 月
   9 月

   10 月
   11 月
  27 年 3 月
   4 月
   8 月
   9 月

   10 月

  28 年 1 月
   8 月
   9 月

   10 月

  29 年 1 月
   2 月

   7 月
   8 月

   10 月
 令和 元年 8 月

  2 年 3 月
  3 年 3 月

   6 月

  4 年 3 月
   9 月

   10 月

   11 月

  5 年 3 月
   9 月

   10 月

   11 月

  6 年 3 月

   9 月

  10・ 12 月
   11 月

国立大学の独立法人化に伴い、国立大学法人秋田
大学が設置する教育文化学部附属小学校と改称
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
創立130周年記念式典・記念行事
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会金賞、全国大会出場
メディアセンターにデスクトップ型ＰＣ21台導入
通学用カバン全面改定（男女共紺色）
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会
最優秀賞
研究図書『授業改革への挑戦』（一莖書房）発刊
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銀賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
児童昇降口の改装
給食室空調設備更新
パナソニック教育財団実践研究助成校に指定
ＮＩＥ実践校に指定
記念彫像「愛と雑草のモニュマン」補修
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
創立140周年記念式典・記念行事
低学年用スチールロッカー更新
教育振興基本計画魅力ある学校づくりプラン策定
ＮＩＥ全国大会秋田大会で公開授業提示
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣこども音楽コンクール東北大会出場
全トイレ洋式化完了
タブレット型ＰＣ75台導入
附属学校園オープンフェスタ2016開催
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会優秀賞
文部科学省委託「課題発見・解決に向けた主体
的・協働的な学びの推進事業」拠点校（２年間）
タブレット型ＰＣ75台導入
財政教育プログラム「財政特別授業」実施
（令和２年度まで）
附属学校園オープンフェスタ2017開催
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会出場
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会出場
普通教室冷房設置工事完了
新型コロナウイルスの影響による休校
ＧＩＧＡスクールタブレット端末（537台）導入
新型コロナウイルス感染症拡大のため公開
研究協議会中止
全教室に４Ｋモニター設置
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
合唱部ＴＢＣ子ども音楽コンクール優秀賞、
東北大会優秀賞
合唱部全日本合唱コンクール秋田県大会優秀賞、
全国大会銀賞
タブレット端末による会議のペーパーレス化
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
４年ぶりの対面方式での公開研究協議会を開催
第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会
富谷黒川大会で表彰
合唱部全日本合唱コンクール秋田県大会優秀賞、
全国大会銀賞
合唱部第17回声楽アンサンブルコンテスト
全国大会銅賞
合唱部ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会
金賞、東北大会銅賞
公開研究協議会を分散開催
創立150周年記念式典・記念行事
合唱部全日本合唱コンクール秋田県大会最優
秀賞、全国大会金賞




